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ありがとう、そして ご苦労様でした。 2008/12/17 09:42 

 
 

イラクの陸自、空自の活動に感謝！ 

  
  
 12月16日付けの産経新聞は「空自 イラク撤収開始」を一面トップで大々的に報じてくれました。陸自の時のキャンペーン記事

もそうでしたが、いかにも産経らしさが良く出た素晴らしい記事でした。ともあれ、がんじがらめの制約の中で立派に任務を果たし

て無事帰国された陸上自衛隊、これから帰国する航空自衛隊の皆様、本当にご苦労様でした。そして心から「ありがとう」の言葉

を贈りたいと思います。敬礼！。 
  
 この記事の中で産経はこのように伝えています。 
■高評価 
＞真夏の気温は５０度で、エンジン始動前のコックピットは７０度にも達した。とりわけ過酷な任務は、クウェートのアリアル・サレ

ム飛行場からバグダッドを経由し、アルビルを往復する７時間のフライトだった。その都度、パイロットは３キロやせたという。 
  
 「軍法もないのに規律正しい」「Ｃ１３０の稼働率はほぼ１００％で、信頼性は群を抜いている」 
  
 空自の働きぶりは多国籍軍からの評価も高かった。飛行の技量や信頼性に加え、注目されたのが士気の高さ。米軍の輸送機

は、９機のうち修理などの影響で稼働しているのは５機程度だが、空自は徹夜の整備も辞さず、常に全３機が飛行できる状態を

維持したこともその一例といえる。 
  
 こうした任務の陰には隊員の献身があった。機長クラスでは派遣回数が５回という隊員がざら。派遣されている間に親が亡くな

り、 期に立ち会えなかった隊員も１６人にのぼった。＜ 
  

 
  
一方、田母神俊雄氏は 新刊「自らの身は顧みず」の中でこう述べています。 
  

自衛官は命をかけてイラクに赴いていた 

  
＞私たちはこの任務は自衛隊全体にとっての名誉だと誇りを感じてきた。航空自衛隊にとっては 大規模の海外派遣で、地上で

の作業は摂氏五十度を超えるような暑さもあり、バグダットは危険地域だっただけに、ひとりの犠牲者も出さずに無事任務が終

了することは感無量である。 
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タグ： イラク  陸上自衛隊  航空自衛隊  田母神俊雄  集団的自衛権  自衛官への尊敬と監査   

 私も平成十九年(二〇〇七)十二月、クウェート、イラクなどを訪問して現地の厳しい環境そして危険と隣り合わせの中で、任務

遂行に情熱を燃やす隊員たちの目を見て、本当に頭の下がる思いがした。また現地において、クウェート空軍司令官やアメリカ、

イギリス、オーストラリア、韓国などの派遣部隊指揮官と面談をしたが、彼らは一様に航空自衛隊のプロフェッショナリズムを賞賛

していた。話を聞きながらこれは決してお世辞ではないというふうに思った。改めて関係者の努力を讃えたい。 
  
 だが、ＰＫＯも含めて毎度のことだが、武器の携行、緊急時への対応などで各国の軍隊との異質性を浮き彫りにしたのも事実で

ある。特に政治にもみくちゃにされ、充分な武器も持たずに、武器使用基準もあいまいなまま送り出されたのは残念である。 
  
 復興支援に行っているのに充分な武器もなく、他国に守ってもらわないといけないというのでは、やはり普通の軍隊とは言えな

い。 
  
 もちろん集団的自衛権の行使も許されなかった。もし、自衛隊を警護する他国の軍に万が一のことがあって自衛隊がそれを見

捨てればどうなっていただろうか。せっかく派遣しても日本の威信は丸潰れになっていただろう。 
  
 自衛官は命をかけてイラクに赴いていたのである。そこには法の解釈などで一点の曇りもあってはならない。自衛隊を国際標

準の「軍」とするのは政治の責任である。 
  
しかし、私は、イラク派遣自衛官は様々な意味で日本を救ったと思う。＜ 
  
 私ごときがこの問題でコメントするより、田母神さんの講演、雑誌、本を読んで頂いたほうが遙かに重みがありますが、せめて

自衛官の皆様への尊敬と感謝の念は我々日本国民として持ち続けなければと思います。アメリカの企業ＣＭで、空港に到着した

軍人さんに居合わせた人が感謝の拍手をする映像を見たことがありますが、これは日本でも見習いたいと感じました。 
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2008/12/17 10:38Commented by 湯煙の中の一杯 さん 

おはようございます 

 
 充分な武器も持たずに危険地域での職務、いかほどの不安の中で過ごされたかと思う

と、派遣に従事された方へはただひたすらに頭が下がります。  

 

2008/12/17 13:15Commented by kaigaramusi さん 

花うさぎさん、こんにちは。 

 
本当に、お疲れ様でした。 
日本のために、ありがとうございました。 
と言いたいです。 

 
 米軍基地返還！そして自衛隊誘致！ 

 
・・・との流れを考える人が少ないのが 
オキナワの怖いところだと思います。  

 

2008/12/17 15:29Commented by 花うさぎ さん 

To 湯煙の中の一杯さん こんにちは。 
 
>充分な武器も持たずに危険地域での職務、いかほどの不安の中で過ごされたかと思う

と、派遣に従事された方へはただひたすらに頭が下がります。 

 
田母神さんも指摘してましたが、他国の軍隊に守られて復興支援って、ある意味屈辱で

すよね？。早く普通の国にならないと、国際社会から異質というか馬鹿にされるだけでしょ

う。  

 

2008/12/17 15:33Commented by 花うさぎ さん 

To kaigaramusiさん こんにちは。 
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> 米軍基地返還！そして自衛隊誘致！ 
> 
>・・・との流れを考える人が少ないのが 
>オキナワの怖いところだと思います。 
 
それが本来のあるべき姿なんですけどね。 

 
でも先日SAPIOを読んでたら小林よしのり講演会は700人近くも集まって大盛況だったと

か。洗脳されていない若い人が増えてくると流れが変わるかも知れませんね。  

2008/12/17 17:17Commented by 相模 さん 

>真夏の気温は５０度で・・・ 
 
一口に50度と我々は軽く言いいますが、中東に赴任しているビジネスマンの話では、室

内から外にでると眼鏡が曇るそうです。日本人にとっては、寿命が短くなると話していまし

た。 
汗をかく仕事は大変なことです。  

 

2008/12/17 20:08Commented by 風来坊 さん 

自衛隊は外国からは正当に評価されています。自衛隊は日本の誇りです。自衛隊を悪し

ざまに言うのは自虐史観にとらわれた一部の日本人だけでしょう。 
潮匡人氏によれば、フランス軍の機関紙「今日の軍隊」2005年3月号は、「自衛隊はイラ

クの国造りを助けている」と評価したうえで、自衛隊が成功した秘訣を次のように紹介して

いるとのことです。イラク開戦に反対したフランスが高く評価していることに注目です。 
▲自衛隊はイラクに到着したとき迅速に現地政府、宗教指導者、部族の長に何度も接触

した 
▲現地代表団を東京へ招待もした 
▲インフラ整備の優先順位付けをするための状況確認をした 
▲教育・保健・医療などに特段の関心を払った 

 
旧日本軍の規律正しさや、台湾・朝鮮・アジア各国で施した慈善などの伝統を立派に受け

継いでいるのが我が自衛隊です。これを「侵略」と呼ぶ日本人は狂っています。 

 
聞くところによると、十分なノウハウを有している隊員は少数のため、同じ隊員を繰り返し

派遣せざるを得ないとのこと。国の足らざるところを隊員個人の犠牲で補っているので

す。願わくば、自衛隊に十分な国家予算を！！  

 

2008/12/17 21:07Commented by 花うさぎ さん 

To seelischさん こんばんは。 
 
＞日本人にとっては、寿命が短くなると話していました。 

 
うひゃ～、文字通り命がけですね。派遣に反対している議員に現地体験をさせてみたいで

す。  

 

2008/12/17 21:15Commented by 花うさぎ さん 

To 風来坊さん こんばんは。 
 
>旧日本軍の規律正しさや、台湾・朝鮮・アジア各国で施した慈善などの伝統を立派に受

け継いでいるのが我が自衛隊です。これを「侵略」と呼ぶ日本人は狂っています。 

 
言いたいことをまとめて全部言ってくれました。感謝です。 

 
＞国の足らざるところを隊員個人の犠牲で補っているのです。願わくば、自衛隊に十分な

国家予算を！！ 

 
本当ですね。確か「日本はGDPの2％まで軍事予算を増やすべきだ」と毛沢東が言って

いたと思いますので、 低でもそれ以上の予算は組むべきですね。  

 

2008/12/17 21:20Commented by 花うさぎ さん 

・番外編 

 
エントリーの「アメリカ企業のＣＭ］をyou tubeで探していたら、こんな映像に出会いまし
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た。「おお～いいぞ！」と感動していたら「あら、貴方知らなかったの？、その人有名よ」っ

て家内に言われちゃいました。 

 
たまにはお口直しにどうぞ。 

 
【感動！】まるで、映画のような感動をあなたに～ポール・ポッツ 

http://jp.youtube.com/watch?v=o5GUM8E0xPI&feature=related  

2008/12/17 22:41

Commented by sakurara さん 

花うさぎさん、こんばんは。 

 
私も 近テレビを見ないので「ポール・ポッツ」さん全く知りませんでした（＾＾。 

今、お口直し（？）させてもらって見ましたが、歌声＆ヒストリーに感動しました♪ 
ついでにこの動画も見つけました。ビートたけしさんの番組で特集したみたいですね。 

 
デビューアルバムは全世界で３００万枚以上売上＼(◎o◎)／！ 日本にも来日されたそ

うですよ。 

 
感動しゅるはなし～第４弾～1/3-3/3 
http://jp.youtube.com/watch?v=U_7yAX5RK70&feature=related 
http://jp.youtube.com/watch?v=zSGBdB7hUvo&feature=related 
http://jp.youtube.com/watch?v=WISvdieP4XU&feature=related 
 
それから、今、MSN産経ニュースのTOPニュースびっくりしました。 
 
南京大虐殺記念館、信憑性乏しい写真３枚を撤去（2008.12.17 21:04） 
http://sankei.jp.msn.com/culture/academic/081217/acd081217210700
8-n1.htm 
 
> 中国・南京市にある南京大虐殺記念館が、信憑（しんぴょう）性が乏しいと指摘されて

いた写真３枚の展示を取りやめたことが１７日、政府関係者の話で明らかになった。 
> 「連行される慰安婦たち」「日本兵に惨殺された幼児たち」「置き去りにされ泣く赤ん坊」

の３枚で、日本の研究者らは南京事件と無関係だと指摘していた。 

 
> この写真は戦後、朝日新聞記者、本多勝一氏の著した『中国の日本軍』や中国系米国

人作家のアイリス・チャン氏の著書『ザ・レイプ・オブ・南京』でも、残虐行為と関連づけて

紹介されるなど、国内外で繰り返し誤用されてきたことで知られる。 

 
いよいよ、やっと（？）、日本にとっていい風が吹いてきたような(^o^)。 
【南京の実相】はまだ買っていないので早く購入しようと思います。  

 

2008/12/18 00:19Commented by 花うさぎ さん 

To sakuraraさん こんばんは。 
 
>ついでにこの動画も見つけました。ビートたけしさんの番組で特集したみたいですね。 
 
があ～ん、世間知らずとはよく言ったモノです。ひょっとして番組は「アンビリーバブル」で

すかね、あの「敵兵を救助せよ」を放映した(^^)。 
 
>デビューアルバムは全世界で３００万枚以上売上＼(◎o◎)／！ 日本にも来日された

そうですよ。 

 
良かったですね。実写の奥様の笑顔が素敵でした。実は審査員が生意気な態度、観衆は

途中で声を上げ拍手をするシーンを見ていて、クラシックコンサートではないな？、程度の

認識でした。お陰で理由が分かりました。 

 
>それから、今、MSN産経ニュースのTOPニュースびっくりしました。 
 
これ、拝見しました。グッドニュースですね。でもメディアには初出でしょうけど、たしか宮

崎正之氏のメルマガ（だと思う、多分）で写真三枚が入れ替わっていると掲載されていた

ような気がします。 
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明日の朝刊が楽しみになってきました。久しぶりに今夜の水割りは美味しいです(^^)。  

2008/12/18 00:51Commented by sakurara さん 

> ひょっとして番組は「アンビリーバブル」ですかね、あの「敵兵を救助せよ」を放映した

(^^)。 
 
ピンポ～ン☆です。 
テレビを見なくても、こうしてアップしてもらえるのでやっぱりネットはイイですね。 
イイ情報にしろ、悪い情報にしろ、こうやってアップされるならますますテレビは見ないで

いいかな？なんて思ってしまいました。 

 
> 久しぶりに今夜の水割りは美味しいです(^^)。 
 
飲み過ぎないようにして下さいね。 
また明日も頑張りましょう♪ おやすみなさいですZzzz。  

 

2008/12/18 08:36Commented by 花うさぎ さん 

To sakuraraさん おはようございます。 
 
>テレビを見なくても、こうしてアップしてもらえるのでやっぱりネットはイイですね。 
 
しかし本当にテレビは見なくなってしまいました。メディアの正体が分かってしまうとバカバ

カしくなるのですよ(^^；。  

 

2008/12/19 14:30Commented by parkmount さん 

To  花うさぎ さん 
 
本当に良いエントリを有り難う。 

 
小生も、イラク派遣航空隊のホームページから、感謝のメッセージを送らさせていただき

ました。 

 
http://www.mod.go.jp/asdf/irsaw/  

 

2008/12/19 16:12Commented by 花うさぎ さん 

To parkmountさん こんにちは。 
 
>小生も、イラク派遣航空隊のホームページから、感謝のメッセージを送らさせていただき

ました。 

 
なるほど。こういう事も出来るのですね。早速真似して私も感謝のメールを送りました。情

報感謝です。  

 

2008/12/19 18:34Commented by 花うさぎ さん 

To 花うさぎさん  
 
>なるほど。こういう事も出来るのですね。早速真似して私も感謝のメールを送りました。

情報感謝です。 

 
するとすぐさま以下のようなメールが届きました。 

 
花うさぎ（実際は実名）様へ 

 
メッセージをいただきありがとうございました。 
遠い中東の地において、日本からこのような暖かいお言葉をいただき、隊員一同大きな

励みとしております。帰国までの間もしっかり気を引き締め、日本の皆様の期待に応えら

れるよう一生懸命頑張っていきたいと思います。 

 
なお、この度花うさぎ様からいただきましたメッセージにつきましては、当派遣隊員のみな

らず、志同じくして日本で勤務に励む航空自衛隊員や派遣隊員の帰りを待つご家族の皆

様にも広く周知することを目的とし、匿名とさせていただいた上で本サイト中「Ｍｅｓｓａｇｅ」

コーナーにおいて掲載させていただく運びとなりました。なお、その他個人情報につきまし

ても、防衛省プライバシーポリシーに則り厳正に取り扱わせていただきますので、ご了承
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くださるようお願いいたします。 

 
散文ではございますが、改めてこの度の御礼を申し上げますとともに、花うさぎ様のご健

康とご多幸をお祈り申し上げます。 

 
平成２０年１２月１９日 

 
イラク復興支援派遣輸送航空隊 
航空自衛隊イラク復興支援派遣撤収業務隊 

 
 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
イラク復興支援派遣輸送航空隊 
総務部  広報班長 

 
・皆さん、ガンガン送って今回の復興支援に感謝のメールを送りましょう。  

2008/12/23 23:10

Commented by 花うさぎ さん 

・追記 

 
お帰りなさい、ありがとう、ご苦労様でした。 

 
イラク支援部隊140人帰国＝空自、輸送任務終え－愛知 
12月23日9時8分配信 時事通信 
 
 イラク復興支援特別措置法に基づき、現地で空輸活動に当たってきた航空自衛隊の派

遣隊員約140人が23日、政府専用機で愛知県豊山町の県営名古屋空港に到着した。こ

れで撤収業務のため来年3月ごろ帰国予定の隊員らを除き、全員が帰還した。 
 専用機は22日にクウェートを出発。23日午前8時25分ごろ、空自小牧基地に隣接する

同空港に着陸した。 
 その後、同基地に移動し空自隊員約500人の出迎えを受け、家族とも再会。今回が3
回目の派遣だった尾出昌裕さん（33）は「子どもが心配だったが、家族に会えてほっとし

ました」と一言。腕には息子の悠太ちゃん（4つ）が抱き付いた。 
 派遣部隊の北村靖二司令（42）は「全員が無事に帰国できてうれしい。（バグダッドは）

安定したとはいえ、予断を許さない状況で緊張感を持って任務に当たってきました」と話し

た。 
 空自は2004年3月以降、計821回にわたり、物資計約673トンと人員約4万6500人を

空輸した。  
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